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平
成
21
年
用
国
土
緑
化
運
動
・
育
樹
運
動

の
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
、

鷹
巣
南
小
の
三
上
美
里
さ
ん
（
２
年
）
と
武
田

沙
輝
さ
ん
（
４
年
）
が
６
月
22
日
、
本
間
い
ま

子
教
諭
と
と
も
に
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市

長
に
受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。 

　
三
上
さ
ん
は
農
林
水
産
大
臣
賞
、
武
田
さ

ん
は
国
土
緑
化
推
進
機
構
理
事
長
賞
を
受
賞
。

福
井
県
で
行
わ
れ
た
第
60
回
全
国
植
樹
祭
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
三
上
さ
ん
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
作
品
を

見
て
い
た
だ
き
「
毎
日
絵
を
描
い
て
い
ま
す
か
」

と
の
問
い
か
け
に
、
「
い
つ
も
絵
を
描
い
て
い

ま
す
」と
答
え
た
そ
う
で
す
。 

　
津
谷
市
長
は
、「
大
変
す
ば
ら
し
い
。
２
人

と
も
頑
張
り
ま
し
た
ね
。
こ
れ
か
ら
も
、
勉

強
も
絵
を
描
く
こ
と
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
、
受
賞
を
称
え
ま
し
た
。 

▲津谷市長に受賞を報告する三上さん（中
央右側）と武田さん 

　
ノ
ロ
川
牧
場
の
入
牧
式
が
６
月
５
日
、
森

吉
山
麓
高
原
の
同
牧
場
で
行
わ
れ
、
放
牧
さ

れ
た
牛
は
、
新
緑
が
広
が
る
牧
場
に
散
ら
ば
っ

て
悠
々
と
牧
草
を
食
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
入
牧
式
で
は
、
北
秋
田
市
森
吉
畜
産
改
良

組
合
の
金
勝
彦
組
合
長
が「
畜
産
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
飼
育
者
の
高
齢
化
や
飼
料
の
高
騰

等
で
と
て
も
厳
し
い
。
ノ
ロ
川
で
の
放
牧
は

今
年
が
最
後
と
な
る
が
、
下
牧
す
る
ま
で
事

故
の
な
い
よ
う
ま
る
ま
る
と
育
っ
て
も
ら
い

た
い
」と
あ
い
さ
つ
。  

　
放
牧
さ
れ
る
牛
は
、
畜
産
農
家
８
軒
の
赤

毛
和
牛
や
黒
毛
和
牛
50
頭
ほ
ど
で
、
10
月
上

旬
ま
で
自
然
環
境
の
な
か
で
飼
育
さ
れ
ま
す
。

ノ
ロ
川
牧
場
の
放
牧
は
、
牧
場
再
編
の
た
め

今
年
が
最
後
と
な
り
ま
す
。 

　
第
２
回
東
北
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
大

会
が
６
月
20
日
、
21
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

県
立
北
欧
の
杜
公
園
で
開
催
さ
れ
、
選
手
19

人
が
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
っ
た
丸
太
の
彫
刻
に

挑
み
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
、
福
森
卓
実
行
委
員
会
会
長
は

「
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
音
を
こ
の
空
の
下
に
響
か
せ
、

今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
大
会
に

臨
ん
で
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
作
品
の
テ
ー
マ
は
、
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
が

「
秋
田
の
動
物
た
ち
」、「
ス
ギ
ッ
チ
」、「
森
っ
ち
」。

ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス
は
「
フ
ク
ロ
ウ
」
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。 

　
選
手
た
ち
は
、
さ
わ
や
か
な
晴
空
の
も
と
、

様
々
な
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
い
分
け
、
自
分
の

思
い
描
く
作
品
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
し

た
。 

▲自分の思い描く作品づくりに挑戦する選
手ら 

▲豊かな自然環境のなかで放牧飼育される
ノロ川牧場 

緑化活動の様子を繊細に表現 

杉の丸太を芸術作品に 

豊かな自然の中で大きくなぁれ 

　
松
森
愛
好
同
志
会
（
上
杉
忠
雄
会
長
）
が
緑

化
功
労
者
国
土
緑
化
推
進
機
構
理
事
長
賞
を

受
賞
し
、
６
月
22
日
、
上
杉
会
長
と
高
関
英

男
事
務
局
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長

に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
上
杉
会
長
は
「
先
代
た
ち
の
森
づ
く
り
を

引
き
継
い
で
、
桜
や
つ
つ
じ
の
植
栽
を
進
め

て
き
た
も
の
で
、
長
年
の
緑
化
活
動
が
評
価

さ
れ
て
と
て
も
嬉
し
い
。
今
後
は
、
更
に
森

づ
く
り
に
専
念
し
、
地
域
の
活
力
源
に
結
び

つ
け
た
い
」
な
ど
と
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は
「
長
年
に
わ
た
り
、
公
園
の

緑
化
に
努
め
ら
れ
大
変
感
謝
し
て
い
る
。
地

域
に
対
す
る
愛
情
や
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
い

な
い
と
継
続
で
き
な
い
。
活
動
が
次
の
世
代

に
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
を
続
け
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
同
会
の
活
動
を
称
え
ま
し
た
。 

▲市長に受賞の報告をする松森愛好同志
会の上杉会長と高関事務局長 

　
市
が
阿
仁
幸
屋
地
内
で
建
設
を
進
め
て
い

た
幸
屋
交
流
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
式
が
５
月
31

日
行
わ
れ
、
地
区
住
民
ら
が
、
秋
田
杉
が
ふ

ん
だ
ん
に
使
わ
れ
た
交
流
セ
ン
タ
ー
の
完
成

を
喜
び
合
い
ま
し
た
。 

 

施
設
は
木
造
平
屋
建
て
で
述
べ
床
面
積
１
４

０
・
３
㎡
。
44
帖
の
集
会
室
の
ほ
か
、
調
理
器

具
を
備
え
た
実
習
室
、
会
議
室
な
ど
を
備
え

ま
す
。 

　
竣
工
式
に
は
、
地
元
幸
屋
自
治
会
の
住
民

ら
関
係
者
約
41
人
が
出
席
。 

　
は
じ
め
に
、
津
谷
市
長
が
「
地
域
の
方
々

に
大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
交

流
の
拠
点
と
な
る
よ
う
活
用
し
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
式
典
後
は
、
祝
賀
会
が
開
か

れ
、
秋
田
杉
の
香
り
に
満
ち
た
地
域
活
動
の

拠
点
施
設
完
成
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。 

　
第
25
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り

（
和
田
テ
ヱ
子
実
行
委
員
長
）
が
５
月
31
日
、 

鷹
巣
駅
前
・
銀
座
通
り
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

見
物
客
な
ど
で
終
日
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
目
抜
き
通
り
が
歩
行
者
天
国

と
な
り
、
餅
の
販
売
や
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
各
団
体
の
出
店
の
ほ
か
、
綴
子
下
町

大
太
鼓
保
存
会
の
獅
子
踊
り
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
「
縄
文
踊

り
」
な
ど
が
見
物
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

　
ふ
る
さ
と
踊
り
に
は
、
約
５
０
０
人
が
参

加
。
餅
を
振
舞
う
大
八
車
と
綴
子
大
太
鼓
の

先
導
で
始
ま
り
、
着
物
姿
も
あ
で
や
か
な
踊

り
手
や
、
子
ど
も
太
鼓
の
か
わ
い
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
、
沿
道
を
埋
め
る
観
衆
は
、
惜
し

み
な
い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

▲餅を買い求める人や見物客でにぎわった
第25回ふるさと踊りと餅っこまつり 

▲秋田杉がふんだんに使われた「幸屋交流
センター」 

松森公園の植栽整備等を評価 

ふるさと踊りでにぎわう 

木の香り漂う交流の拠点が完成 

ちいきの話題ちいきの話題ちいきの話題

み
さ
と 

さ 

き 

●国土緑化育樹運動ポスター原画コンクール 

●第２回東北チェンソーアート競技大会 

●ノロ川牧場入牧式 

●松森愛好同志会 緑化功労者受賞 

●第25回ふるさと踊りと餅っこまつり 

●幸屋交流センター竣工 
 


